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Fig. 1 (a) 分割型検出器を用いた DPC STEM の模式図．SrTiO3[001]方位の(b) ADF 像と(c) DPC 像．金単原子の(d) ADF 像

と(e) DPC 像．
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微分位相コントラスト(DPC)法は走査透過型電子顕微鏡

(STEM)の検出面に分割型検出器を配置することによっ

て，試料上で細く収束させた電子線の試料内部の電磁場によ

る偏向を検出する顕微鏡法である(Fig. 1(a))．主にメゾか

らマクロスケールにおいて電磁場を可視化することに成功し

てきた(1)．最近，同手法での観察を原子分解能で行うことで，

SrTiO3(Fig. 1(b), (c))と金単原子(Fig. 1(d), (e))の原子核

と電子雲が作る電場を可視化することに成功した(2)．これら

の像シミュレーションの結果と定量的な比較を行うと，中性

原子のポテンシャルを用いるよりもイオン原子のポテンシャ

ルを用いた方が実験によく一致する．本研究結果は，原子分

解能 DPC が化学結合の直接観察の可能性を有していること

を示すものである．
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